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第 2 章では，第 1 章で述べた外的条件変化に対応するため大阪府が建設した立体式浄水場(階層浄水
場)の計画内容を述べ，その問題点を指摘するとともに，この計画を素材とする本研究の着眼点を整理
している。
























(1) 過去18年間の淀川水質のうち，水道水質に重大な影響をもっ 13 項目を抽出し，これらの因子分析を
行って，生活・自然・工業因子スコアの変動を意味づけている。さらに生活因子スコアが淀川流域人
口で説明できることから， この因子 i乙着目して高度浄水フ。ロセスを先行的 i乙導入するための政策決定
法を提案している。
(2) 大都市域の平面式浄水場には，基準化以外i乙計画的思考が何ら存在しないことを指摘し，わが国の
50 の実例についての建設年次，周辺条件，設計諸元，浄水プロセスの配置などの関係を分散分析と
数量化 E類の手法によって分析し，特に施設の対称配置方針が土地条件によって成立しえなくなって
いることを見出している。このような分析自体もはじめてのものであり，浄水プロセスを含む立体式
構成が浄水場計画の弾力性を高める乙とを示している。
(3) 都市内分散を前提にした立体式浄水場計画の一つの評価因子として，水辺環境造出の可能性に着眼
し，原水や浄化過程の水を周辺緑地，立体空間内部，壁面などに配する方法が，複合的な都市環境整
備に役立つことを示唆している。
(4) 浄・配水地やポンフ。系統の合理的配置を含め，水道システムでの電力需要削減可能量をあらわす
、、包蔵エネルギーグを具体的に計算し，必要な追加投資が経済的に成立することを明らかにし，立体
式浄7JQ坊とおいても包蔵エネ jレギ、ーが計画評価因子となることを示している。
以上のように本論文は，浄水場の立体化に関する新しい計画プロセスを明示し 水道施設の更新計画
についても重要な示唆を与えたものであり，水道工学はもとより都市環境整備の実際にも寄与すると
乙ろが大き~ '0 よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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